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森 武 夫＊
天孫降臨神話
日本神話は『古事記』（７１２年）や『日本書紀』（７２０年）をはじめ他の文
書にも異話がみられる。前稿「記紀天の岩戸神話の真実」（以下前稿）で，
天岩戸神話には諸説があるが，古くからある日食説ではアマテラスが岩戸
に隠れると暗闇の間にいろいろな行事が行われていることから，ある程度
継続時間のある皆既日食の中心近くで観察できるものでなければならない。
また地域的にはヤマト朝廷が支配する主として西日本で見られた皆既日食
だということになる。神話の内容も考古学で得られた文化財と時代的に矛
盾しないことも要件である。これらのことから５２２年６月１０日の日本を横
断する大型の皆既日食が最適で，これをモデルに作られた神話であること
を指摘した。
また前稿で天孫降臨神話は，４５４年８月１０日の皆既日食がモデルである
可能性があるとした。今回はこの天孫降臨の問題を深めていきたい。
天孫降臨神話は，『日本書紀』では，葦原中国が平定されたので，皇祖
神タカミムスヒはニニギをふすまにつつんで降らせ，天の磐座を離れ天の
八重雲を押し開き，勢いよく道を踏み分けて進み，日向の襲の高千穂の峰
に降り立ったとある。『一書第二，四，六』も類似的である。
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『古事記』では，アマテラスとタカギの命令で，生まれたばかりのタカ
ギの孫で次男のニニギが降臨することになり，道案内のサルタヒコと天石
屋戸の神々に鏡の神器を添え，天原の磐座を離れ，八重の雲を押し分け，
筑紫の日向の高千穂の峰に天下り，地上では二武神が先導したとある。『一
書第一』も類似的である。不思議なのは，『古事記』で降臨の前に葦原中
国の治安を視察する神を送る段階ではタカミムスヒとアマテラスの命令な
のに，降臨ではアマテラスとタカギになっていることである。
天孫降臨神話についての問題は，細かい異話はあるが，渡来した話かど
うかのほか，降臨を命令した皇祖神はタカミムスヒかアマテラスか，高千
穂の峰とは宮崎の高千穂か，高千穂峰であるかが問われるという問題があ
る。
今回も前稿と同じく主要な資料としてMeeus. J. R. ら（以下M），渡辺
敏夫（W），Stephenson. E. ら１９８６の東アジアの日食図（以下），竹迫忍
（「Emap３．３０」，以下「Emap」と記す）の計算したものを用いて検討する。
Mの計算にはアストロアーツ社のエクリプスナビゲーター２を使用した。
はその著者の一人 Stephensonが１９９７年の本で新しい

Tを発表して廃
棄したものであるが，ここでは誤差の限界の意味で残してある。また
Stephensonの新しい日食図はないものの新しい

Tは「Emap」に採用さ
れている。

Tとは地球の自転が遅くなってきているため，過去の記録と計算上合
致させるための修正時間である。その他主要な要因だけでも，地軸が動い
ている（歳差），歳差中の細かい動き（章動），月が地球から離れつつあり
周期も遅くなっているなども今の値を用いると長期には大きい誤差が生ず
る。その他の誤差も含め，これらの値は正確なものはここ１世紀ぐらいの
データしかないし，若干不規則なこともあって単純に過去に延長できない
ので，過去の確かな観測記録をもとに修正しなければならない。こうした
データは研究者により若干の違いがある。そのため上記のように幾つかの
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Emap３．３０  M W
南京 １．００ ０．９９ １．０３ ０．９８
計算結果を採用したのである。なお現在「Emap３．５」が発表されている
が，本論には影響しない。
４５４年８月１０日の日食
４５４年の日食については，中国の大同での観測記録と南京での観測記録
がある。
魏の大同のものは，「日有之」とあり，魏書天象志，北史魏本紀に載っ
ている。
宋の南京での記録は「日有之，既，列宿粲然」とあり，宋書五行志，
同武帝紀，南史宋本紀にある。この記録からは完全な皆既日食が見られた
ように読み取れるが，斎藤国治は，「皆既食に近く，星が粲然と輝いたと
記」されているとしている。因みに斉藤の計算では南京の食甚の食分は０．９６
で，皆既は１．０以上であるから，この計算で「近く」を入れたのであろう。
４５４年の日食について，南京での食甚の食分の計算結果は次の通りであ
る。
４５４年の日食は南京が皆既の南限付近に位置し，食分計算上ではどの計
算も微妙で一応大きな差異はなく，ある程度星は見られただろうが南京で
皆既であったことを完全には証明していない。従ってここではどの計算を
全面的に信頼するかの決定は難しい。
注目すべきことは，西日本で見られる５３，１５８，３２８，５７４各年の皆既日
食ではの経路は「Emap」，W，Mの経路からかなり離れている。とこ
ろが４５４年の日食の

Tは，は４９６２s，Mは５２４０s，「Emap」は６１５３sと
しているし，Wは計算法を異にするので

Tは用いていない。このよう
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に用いられた

Tや方法を異にするのに「Emap」，W，M，の九州での
経路は，かなり近似しているのである。
そこで「Emap」，W，M，すべての経路を一つにまとめたのが図で，
北限，南限とある幅の中に「Emap」，W，M，すべての北限線，南限線
が入っていて，誤差があっても北限と南限の間はほぼ確実に日向・高千穂
を通る皆既日食である。皆既は図の左から右に進行する九州中部や四国西
南部を通るだけの中型の皆既日食である。
また何らかの記録が残せる古墳時代から『風土記』の収録時期の間には
他にまともに九州の中央，特に日向を通る皆既日食がないことも重要な視
点である。
天孫降臨については『日本書紀』の１９代允恭天皇のところに，「群郷百
寮および諸々の国造らは皆それぞれに帝の後裔であるとか，天孫降臨に供
奉して天下ったものとかいう」（講談社学術文庫）という話が出てくる。
文中後部の原文は「或異之天降」で「ある者は霊妙な天下りの末裔である
と語っている」という訳もある。
允恭天皇は五世紀前半に在位した天皇であるが，溝口睦子は恐らくこれ
を根拠に天孫降臨神話は五世紀初頭に朝鮮半島から移入したものという。
朝鮮半島には，高句麗長寿王の碑（４１４年）に，この国を開いた鄒牟は
他の五人とともに卵に入った形で亀旨峰に降臨したとある。これは時代的
に近いが話が違いすぎている。
また新羅の始祖閼智居西干は紫色の卵の形で楊山の麓に天下ったという
話もある。これも違う。さらに檀君神話では，桓因（帝釈天）は，庶子桓
雄に天符印三個を授け，風伯，雨師，雲師の三職能神をつけて，太伯山頂
の檀の木に三千人の部下とともに降りて神市という国を興したという。こ
の二つの出典は十三世紀末にでた『三国遺事』である。
そもそも神が天から降りてきたという民話は珍しいものではない。『日
本書紀』，『古事記』，『風土記』にも他の天降りが出てくるし，更科源蔵『ア
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イヌ民話集』によると，国造神が天から降りてアイマスの背中に島を作っ
たため魚が怒って暴れ地震が起こるようになったという話がある（朝日新
聞天声人語２０１８．９．７）。日本の天孫降臨神話の流出は問わないとしても，
もともと檀君神話は天余とかツングースのものと似ているともいわれてい
るし，五世紀にこの形であったかも疑問がある。したがって天孫降臨神話
は檀君神話の移入だとする説は根拠薄弱である。
天孫降臨については，いままで日食との関連が問題になったことはな
かった。ところが『風土記』の「日向風土記逸文（知舗郷）」に「ニニギ
が天の磐座を出て，幾重の雲をかき分け，日向の高千穂の二上の峰に降り
たとき空は真っ黒で，昼か夜か分からないくらいだった。土地の有力者の
大クボと小クボが，稲の籾を四方に投げれば空が明るくなるというので，
その通りにしたら晴れて，太陽と月が照るようになった」というのがある。
これは正しく皆既日食である。また「このことによって高千穂の二上の峰
という。後に言い改めて知舗というようになった」とある。
前述のように当日南京，大同ではこの日食は観望できた。南京と九州は
近い。でも中国が晴れたからといって九州が晴れるとは限らない。しかし
夏場の１０時ころの日食であるので夕立はないし，台風でもない限り天気は
期待できる。この文面によると雲は多いながら皆既日食は見られたのであ
る。
図に見るように前記のどの計算でも日向（宮崎）の高千穂は間違いなく
皆既になり，高千穂より東の地で見ると，そこはまだ皆既中なのに，高千
穂が先に日があたり始める。さらに皆既日食からの復光を思わせる天磐座
（『日本書紀』，『一書第一』，『風土記』），天石位（『古事記』）から，または，
天磐戸（『一書第四』）を開けてニニギが降臨したとある。『日本書紀』で
は，『古事記』と類似性の高い『一書第一』の二つを除いて，全て命令者
はタカミムスヒになっている。
三品彰英によると，天孫降臨神話は『日本書紀』本文，『一書第六』，『一
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書第四』，『一書第二』，『古事記』，『一書第一』の順に変形しているという。
古いとされる『日本書紀』の命令者は皇祖神タカミムスヒとなっている。
この神は『古事記』では別天つ神として冒頭に出てくるが，『日本書紀』で
は本文になく，天地開闢の『一書第四』のほか，天岩戸のところの『一書
第一』ではオモヒカネの父として名がみられるし，スサノヲ追放後の『一
書第六』など，『一書』のみに出てくるだけなのに，葦原中国の平定のと
ころの本文にニニギの祖父で，しかもいきなり皇祖神として登場してくる
のである。『古事記』の天孫降臨ではタカギとして出てくる。
『日本書紀』によると，１０代崇神天皇のところに天照大神と倭大國魂神
は御殿に祀つられていたが神の勢いを恐れ大和の笠縫邑に移し，また大物
主大神を祀った（大物主大神の件は『古事記』にもある）とある。１１代垂
仁天皇のとき天照大神は伊勢（『古事記』では崇神天皇のところにある）に
移したとあり，ここからこのころは皇祖神タカミムスヒではなかったこと
がうかがえる。両天皇は四世紀前半頃の在位だと推定されるのでタカミム
スヒはその後皇祖神になったのだと思われる。
五世紀のころの皇祖神はタカミムスヒだった。またすでに太陽神（日神）
は大王の守護神であった（日本歴史大事典伊勢神宮）。ここからも天孫降
臨神話は天岩戸神話より古い話だということがいえる。降臨したのはニニ
ギで，アマテラスの息子神とタカミムスヒ（『古事記』では末神）の娘
神の間に生まれた子であるという。『日本書紀』では三貴子出生のところ
で，日の神オホヒルメノムチは「一書に天照大神という」とあり，以後は
すべてアマテラスとなっており，ここでの原話もアマテラスに書き換えら
れた可能性がある。まだアマテラスという神名はなかった。ゆえに，皇祖
神の娘神と伊勢の守護神の息子神の間に生まれたのがニニギだということ
になる。不思議なのはタカミムスヒの派遣神のタケミカヅチとフツヌシは
葦原中国の出雲にいるオオアナムチと国譲りを交渉したのに，日向に降臨
したことである。ここからもこの日食の関与がうかがえる。
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問題は允恭天皇が亡くなったのは『日本書紀』によると４５３年，『古事記』
では４５４年とあり，この日食が，允恭天皇時代のものか危ぶまれることで
ある。しかし，この前後の天皇では記紀の没年に数十年も差のある例があ
り，倭の五王の時代の年号は不正確である。
水野裕や安本美典は允恭天皇の没年を４６０年頃だと推定している。これ
は『宋書』に済（允恭天皇）は４４３年に宋の太祖文帝から安東将軍倭国王
を任命された。済の死後，興（安康天皇）は４６２年に世祖孝武帝より安東
将軍倭国王を任命されたとあるように妥当である。
ここから４５４年の日食は允恭天皇の在位中のものである。
さらに１４代仲哀天皇は熊襲征伐のため筑紫に宮を持っていたし，その神
功皇后は熊襲征伐を引き継ぎ，さらに新羅を討つため筑紫から出ている。
また１５代応神天皇は筑紫で生まれ，筑紫に人民監察の役人を配置し，同天
皇と次の仁徳天皇は日向の女性を妃としているなど筑紫，日向は応神天皇
の頃から朝廷とは何かと深い関わりがあった。
それでもなぜ朝廷から遠い九州の日食で天孫降臨神話が生まれたのかに
は疑問がある。そこでこの日食の前にすでに“天皇家の祖先は，皇祖神と
ゆかりのニニギで，天から降臨してきた王子だ”というくらいの話があっ
て，この日食でさらに詳しい具体的な話になったことが考えられる。ここ
で『日本書紀』では高天原という言葉が出てないことに注意する必要があ
る。高天原は追放されたスサノヲが高天原のアマテラスにあうときに出て
くるもので，誓約神話は天孫降臨神話より後で作られたものである。
以上のことから，４５４年の日食を降臨神話のモデルにした可能性があり，
当日多少雲があっても，ニニギは天の磐座から扉を開き八重雲を押し開い
て高千穂の神話上の架空の峰に降り立ったという話になったと考えられる。
九州は天孫降臨の地であると同時に，神武天皇の東征の出発地である。な
ぜ天孫降臨が日向の高千穂だったのか，なぜ神武天皇の出自が日向であっ
たのかは，この日食が元で神話ができたからと推察される。
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なお高千穂峰降臨説もあるが，図に見るように霧島山のすぐそばにある
高千穂峰は皆既にはならないので棄却できる。
今まで天孫降臨と日食の関係を問題にした意見はなかった。確かに今は
表１ 記紀神話成立の時代とモデル（森仮説）
作成時期 神話の内容 モデル
４年世紀
天地創成，神代七代
イザナキ，イザナミ神話
国土等の出産
日神，月神の出産
ヤマト朝廷支配圏
５世紀
皇祖神タカミムスヒ
天孫降臨神話 ４５４年日食
ニニギは天の磐座を離れ，天の八重雲を押し開き，宮崎の高千穂の峰
に降りた。
６世紀
天岩戸神話原話
日神が天の岩屋に閉じこもり常闇
神々の協議
地上で榊に飾り付けをして祈祷
光が見えて鏡を出す
日神が外に出る
５２２年日食
皆既日食
星の瞬き？
巫女が神懸り状態になり不思議な
言動
ダイヤモンドリング
復円
６世紀後半
～
７世紀
（舞台は出雲）
高天原
スサノヲの出産
アマテラスとスサノヲの誓約
スサノヲの蛮行
スサノヲの追放
ヤマタノオロチ退治
オホクニヌシ
国譲り神話
葦原中国視察神話 タカミムスヒ
岩戸隠れを合理化
台風や豪雨自然現象
大雨，暴れ川，山崩れ
（蛇崩れ，蛇落と云）
神話から歴史へ移行
７世紀 海幸・山幸 満潮，干潮
７世紀後半
皇祖神アマテラス
日神をアマテラスに改める
天岩戸後日祀部
天孫降臨神話，中つ国視察神話に皇祖神アマテラスとともに岩戸神話
の神々を加えた。
７１２年 古事記完成
７２０年 日本書紀完成
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状況証拠のみで決定的な証拠はない。しかし理系の目で見た天孫降臨と４５４
年の日食の関係は十分検討する余地があると考えられる。
以上のように状況証拠は沢山あるものの，素人の意見では権威にかける
が，合理性の点と外来神話でない点を含めて一考に値する新説であると見
ていただきたい。
前稿で，日本神話は自然現象等がモデルになっている事を指摘した。こ
の神話成立考を表にしたのが表１である。
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